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　本件は、調査により、請求人が所有する車
を請求人の代表者の親族が使用していたこと
の対価が収入に計上されていないなどの指摘
を受け、法人税等の修正申告等をしたとこ
ろ、原処分庁が当該収入の計上漏れ等には隠
蔽又は仮装した事実が認められるなどとし
て、重加算税等の賦課決定処分を行ったた
め、請求人がその一部の取消しを求めた事案
である。請求人は代表者の親族らに車を使用
させたことによる収入を帳簿に計上していな
いのは、無償の取引であり、金銭の授受も行
われていないなどと主張した（表参照）。
　審判所は、国税通則法68条1項にいう「事
実」を「隠蔽」するとは、課税標準等又は税
額等の計算の基礎となる事実について、これ
を隠蔽し、あるいは故意に脱漏することをい
い、「事実」を「仮装」するとは、所得、財
産又は取引上の名義等に関し、あたかも、そ
れが真実であるかのように装う等、故意に事
実をわい曲することをいうと解するのが相当
であるとした。

使用の合意はあるも対価の取り決めはなし
　その上で本件については、請求人と代表者
の親族（使用者）との間で使用料相当額を授
受する合意があったと認めるに足る証拠はな
く、むしろ、車を使用する合意があった一方
で、使用料相当額について何ら取り決めをし
ていなかったと認められ、車は無償で貸借さ
れていたと認められると指摘。審判所は、使
用料相当額を計上しなかったことのみを捉え
て収入を脱漏したということはできないとの
判断を示した。
従業員以外の健康診断料が過大に
　ただし、健康診断料や現金不足額について
は、請求人の隠蔽・仮装が原処分のとおりに
認められている。
　まず、健康診断料について審判所は、請求
人は代表者の親族等の便宜を図る目的で、こ
れらの者らを従業員であるかのようにして健
康診断を申し込んだ上で、実際に従業員とと
もに受診させているとした。その結果、健康
診断に係る請求書には請求人が負担する義務
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【表】当事者の主な主張
原処分庁 請求人

（使用料相当額について）
　代表者の申述によれば、請求人は、使用料相当
額を請求人の収入として計上していなければなら
ないことを認識しながら、使用者が代表の親族で
あったため、あえて使用料相当額を請求せず収入
に計上しなかったのであるから、車両の貸出しは
無償取引を予定していたものではなく、また、こ
のことは「法人税の重加算税の取扱いについて
（事務運営指針）」に定める「帳簿書類への記録を
せず、収入の脱ろうをしていること」に該当する。

（健康診断料について）
　請求人は、従業員でない取締役の親族や友人の
健康診断料を請求人の経費に計上する目的で、従
業員と偽って健康診断を受診させることにより、
健康診断料を損金の額に算入したと認められ、「法
人税の重加算税の取扱いについて（事務運営指
針）」に定める「帳簿書類へ虚偽記載により仮装
の経理を行っていること」に該当する。

（現金不足額について）
　請求人は、代表者への支払の事実を明らかにし
ない目的で、意図的に領収書などの損金の額に算
入される支出があったことを証明する書類を保存
しなかったのであり、このことは、現金不足額が
代表に対する賞与に該当するものと認識していた
にもかかわらず、当該支出の事実を証明する書類
を保存しないことにより、源泉徴収の対象となる
賞与の支払事実を隠蔽していたと認められる。

（使用料相当額について）
　代表者の親族らに車両を使用させたことによる
収入を帳簿に計上していないのは、当該取引が無
償の取引であり、金銭の授受も行われない取引だ
からである。請求人は、調査の指摘により、適正
な使用料収入の金額について修正申告による是正
をしたのであり、使用料相当額の計上がなかった
ことは、単なる収入の計上漏れであって、使用料
収入を脱漏した事実はない。

（健康診断料について）
　請求人は、従業員と従業員でない取締役の親族
や友人を併せて健康診断の申込みをしたが、健康
診断は、従業員でなければ申し込めないものでは
なく、誰でも受診できるものであるから、健康診
断の申込みに際して、従業員であるかのように仮
装する必要はなく、単に申込書に従業員ではない
者の氏名を記載しただけであり、仮装した事実は
ない。

（現金不足額について）
　現金不足額は、領収書などの損金の額に算入さ
れる支出があったことを証明する書類がなかった
り、もらえなかったことにより、帳簿に記載する
ことができなかったため生じたものであるから、
代表者に対する賞与の支払事実を隠蔽した事実は
ない。

のない健康診断料が含まれた過大な金額が記
載されたものとなり、請求人は、その全額が
請求人に義務付けられている健康診断に係る
費用であるかのごとく帳簿書類に虚偽記載し
たと認められると判断。審判所は、健康診断
料を損金の額に算入した行為は隠蔽又は仮装
に該当する事実があったと認められるとした。
　また、現金不足額について審判所は、請求
人が代表者に現金を交付する際に帳簿書類に
日時、金額などを一切記録していなかったこ
とにより生じたものであり、その結果、請求

人においては、実際の現金在高が帳簿上の現
金在高よりも不足することになったと認めら
れると指摘。この点、代表者も長年にわたり
請求人の代表者を務めていたのであるから、
現金を交付する際に帳簿書類に記録すべきこ
とは当然認識していたはずであるところ、請
求人が当該事実を帳簿に記帳せず、残存しな
い現金を帳簿に載せ続けることで代表者に対
する賞与の支払事実を隠蔽したといえるか
ら、請求人には、隠蔽又は仮装に該当する事
実があったと認められると判断した。
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